
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

##

4

## ## ##

## ## ##

## ## ##

## ## ##

##

## ( )

※の欄は、記入の必要がありません。

E-mail

東洋水研株式会社　

ホームページＵＲＬ

担当部署 技術部

伴登　昭夫

〒101-0054　東京都千代田区神田錦町3-19広瀬第3ビル4F 

03-3296-4651

住　所

E-mail

03-3296-4650

Fax

Tel

bandoh@toyo-suiken.co.jp

会社名

Tel

担当者

http://www.toyo-suiken.co.jp

河川護岸、多自然型護岸 2005.4.1

http://www.toyo-suiken.co.jp

東洋水研株式会社

九州営業所

甲斐　博久

〒812-0013 福岡市博多区博多駅東3-3-3　新比恵ビル2Ｆ

092-414-8123

092-412-1417

kai@toyo-suiken.co.jp

技術

分　類

区　分

KK-0500072

分類１

多自然型護岸工 栗石粗朶工

V

新技術・新工法の分類

 〒541-0053 大阪市中央区本町二丁目5番7号 メットライフ本町スクエア住　所

住　所

ホームページＵＲＬ

営業

従来技術と比べ
優れている点

NETISへの
登録状況

担当者

キーワード
（複数選択可）

Fax

H30.11.1基準適合情報

問合せ先
会社名

担当部署

2004.11

申請概要

会社名

住　所

工種区分（レベル１、2まで記入） 登録年月日 登録番号

間伐材を使用したプレキャスト式ユニット木製枠根固工法。工場にて組立、重機により現
場への据付が可能なので従来の木工沈床に比べ大幅に工期短縮可能。

1801016B

ユニチカトレーディング㈱

新技術の名称

副　題

木工沈床フリータイプ

東洋水研株式会社 九州営業所

プレキャスト木製型枠ユニット(2次製品)による根固・護床工法(間伐材・現場発生材活用）

河川海岸

概要説明書

分類２ 分類３ 分類４

申請者

開発者
会社名

〒812-0013福岡県福岡市博多区博多駅東3-3-3新比恵ビル2F

評価結果

環境保全 

品質の向上 

地球環境への影響抑制 

工法 材料 機械 製品 その他 

NETIS登録している 

作業環境の向上 

工期短縮 施工性向上 経済性・生産性の向上 

その他 

施工精度の向上 

省資源・省エネルギー 

伝統・歴史・文化 

耐久性の向上 安全性の向上 

建設副産物の排出抑制 
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※登録№

新技術の概要　※検索結果に表示する技術の概要です（全角120文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？

②従来はどのような技術で対応していたか？

③公共工事のどこに適用できるか？

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）

適用条件

①自然条件

②現場条件

③技術提供可能地域

④関係法令等

※の欄は、記入の必要がありません。

間伐材を用いた根固・護床工法

木工沈床工

新技術の名称 木工沈床フリータイプ 1801016B

県産間伐材を使用したプレキャスト式ユニット木製枠根固工法。工場にて組立、重機により現場への据
付が可能なので従来の木工沈床に比べ大幅に工期短縮可能である。また、現場発生石材や県産間伐
材の有効利用ができる。

特になし

製品の設置ヤード及び搬入路が必要。4tトラック搬入可能で仮置ヤード4㎡/4個。

暴雨風時以外は施工可能。

地域の杉や松等の間伐材の利用促進が図れ、環境負荷の低減。空隙が多く確保され藻類、水生生物
等の付着が多く、生態系を保全。

根固工・護床工・水制工・帯工

制限なし

従来の木工沈床工は熟練の作業となり経験者が少ない。敷成木を結束していく作業は大変困難となっ
ていたがこの木工沈床フリータイプは工場にて組立出荷、運搬。そのまま現場で据付が可能となる。

据付場所で製造が可能。施工期間を大幅に短縮。作業の省力化。形状変更も可能。間伐材の有効活
用。
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※登録№

適用範囲

①適用可能な範囲　（公共工事への適用性は必ず記入する。）

②特に効果の高い適用範囲

③適用できない範囲

ニーズへの対応

①社会的ニーズへの対応

②県土整備部発注工事への対応（道路、河川、ダム、港湾、海岸、砂防、地すべり、急傾斜地に関する事業）

留意事項

①設計時

②施工時

③維持管理時

④その他

新技術の名称 木工沈床フリータイプ 1801016B

河川、砂防事業における根固工、護床工、水制工、帯工等に使用できる。

使用する木材は地域の間伐材が使用できる。施工最大100㎡あたり最大12㎥の間伐材を活用できる。

設計流速5m/s以上の河川。

工期短縮を期待する工事
県産間伐材を有効利用する工事

根固工・護床工・水制工・帯工

ユニット間クリアランスを確認し、設置する。

中詰材の流脱、方格材の損傷等を出水後に確認する。

・木製枠の製品組立（製材、加工、組立）に50基あたり2週間程度（原木調達期間は除く）要する。
・運搬費は現場車上渡しとして製品代に含まれている。
・福岡県では、木材（県産材）の需要拡大を図っており、農林水産部を本部長とした福岡県木材需要拡大
推進本部を設置し、その普及啓発に関する取り組みを行っている。

・現場状況に応じて安定検討を行い規格（寸法、重量）を決定する。【護岸の力学設計法（国土技術研究
センター）】　　・配置（割付け）については事前検討を要する。
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2

( ) ( ）

1

( ） ( ）

2

2

3

1

1

2

円 円

日 日

※の欄は、記入の必要がありません。

環境保全

新技術（A） 従来技術（B) 変化値1-A/B（％）

基準数量 40 単位 ㎡

品　質

安全性

施工性

従来の木工沈床は敷成木施工、組立が困
難で施工性が良くなかったが、その作業を
改善するためプレキャスト製品とした。現場
での組立作業をなくしたことで施工性の向
上が期待出来る。

89%

新技術の名称 木工沈床フリータイプ 1801016B

比較する従来技術 木工沈床工

活用の効果

活用の効果

工　程

経済性

項目

従来の木工沈床は18㎡/日に対し、木工沈
床フリータイプは160㎡/日の施工となる。

比較の根拠

木工沈床フリータイプはプレキャストのため
材料代として経済性は低下となるが、現場
の組立作業が大幅に減少するため、施工
手間代の削減が期待出来る。

89%工　　程

経済性 4%

0.25 2.22

870,460 903,000

短 縮 同程度 増 加 

向 上 同程度 

向 上 同程度 低 下 

向 上 同程度 低 下 

低 下 

向 上 同程度 

向 上 同程度 低 下 

低 下 
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●新技術の内訳

●従来技術の内訳

※の欄は、記入の必要がありません。

40㎡当り

　

21,761

m3

 丸　　　太 径＝９０ｍｍ、Ｌ＝２.３ｍ 70 本

鉄筋　径１６　長０.９７ｍ 22 本 50

　

 丸　　　太 径＝１２０ｍｍ、Ｌ＝２.４ｍ 108 本 　

1,500 105,000

　

　

　

金額
(円)

基準数量：

平成30年度単価

4,000

15,000

3,500

m2

摘　　　要

73,500

　600,000

金額
(円)

36,000

1801016B

活用の効果の根拠

4,024 160,960 　

項　　目 仕　　様

あたり基準数量：

新技術の名称

単価
(円)

割栗石　２０―１５０ｍｍ

木工沈床A型（完成形） 4層建H=960mm

21 m3

据付・中詰材投入

１㎡当り

木工沈床フリータイプ

40

40 m2

数量 単位

　

　 9沈石　　２０～４０ｋｇ

　 　

摘　　　要

あたり

4 個

単価
(円)

94,600

数量 単位

40㎡当り

270,000

18,100 320,370

150

1,100

21,500 　

2,500

36,000

割栗石　２０―１５０ｍｍ 21 m3 73,5003,500

鉄筋　径１６　長０.８５ｍ

鉄線　亜鉛引　１２＃ 1,500

50 50010 本

　

430

沈石　　２０～４０ｋｇ 　 9 m3 4,000

項目

諸　雑　費

　

普　通　作　業　員

仕様

型　　枠　　工

1 式

10 kg

18 個

903,000

合計 870,460

計

１㎡当り

　

合計 903,000 平成30年度単価

22,575
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※登録№

施工単価 2 (歩掛り種別) 4

施工方法

残された課題と今後の開発計画

①課題

②計画

施工実績 1

※の欄は、記入の必要がありません。

件

件　民間等が発注した工事

０

140

０

　福岡県が発注した工事

新技術の名称 木工沈床フリータイプ 1801016B

　他の公共機関が発注した工事

現在の段階では特になし

1.整地2.吸出防止材設置3.製品設置、組立4.製品連結5.中詰材投入、沈石投入

1.製品代2.中詰石材代3.据付、中詰石材投入手間代

特になし

件

あり なし 

歩掛りなし 歩掛りあり 標準 暫定 協会 自社 
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※登録№

1

4

証明機関

制度名

番号

評価等年月日

証明等範囲

URL

○実験資料等

○積算資料等

○施工管理方法資料等

○出来形管理方法資料

○その他

※の欄は、記入の必要がありません。

NETIS

実用新案

他の機関による
評価・証明

特開2009-127255特　許

国土交通省

新技術の名称 木工沈床フリータイプ 1801016B

番　　号特許・実用新案

従来木工沈床工に準ずる

木沈管理＿品質管理（別添）参照、他従来木工沈床工に準ずる

参考資料

添付資料

メルセット・木工沈床交点強度試験(添付資料)

http://www.toyo-suiken.co.jp

全国

2005.4.1

KK-0500072-V

あり 出願中 出願予定 なし 

あり 出願中 出願予定 なし 
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概要図、写真等

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術の名称 木工沈床フリータイプ 1801016B
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施工実績一覧

※の欄は、記入の必要がありません。

2016.3 野川河床整備工事（その１０）

準用河川姥川河床整備工事2017.2

東京都
東京都西多摩
建設事務所

2017.5 平井川整備工事（その３５）

東京都第二建
設事務所

日光市役所

諏訪建設事務
所

相模原市役所

栃木県

神奈川県

長野県

東京都

広島県

2016.3 斐伊川放水路護床工整備外工事国土交通省
出雲河川事務

所

中北建設事務
所

島田土木事務
所

静岡県 2016.3
平成２８年度　一級河川大代川豪雨

対策緊急整備事業（河川）工事

西部建設事務
所

西部農業事務
所

2016.3

2016.3

八糸川河川工事

花月川丸山地区（上流）掘削護岸工
事

　
一級河川太田川水系新安川外河川

維持修繕工事

2016.3

烏川合口地区　取水堰補修工事

2016.3

災害復旧事業５６３／２０６頭首工復
旧工事

（一）諏訪湖　　諏訪管内一円　諏訪
湖７工区

2016.3

国土交通省
筑後川河川事

務所
2014.3

花月川丸山地区（下流）掘削護岸工
事

筑後川河川事
務所

2014.3

遠賀川河川事
務所

2007.3 灰田地区上流護岸災害復旧工事

太郎丸地区掘削護岸工事
遠賀川河川事

務所

国土交通省
遠賀川河川事

務所
灰田地区下流護岸災害復旧工事

合川地区外護岸補修工事

国土交通省 2007.3 今吉堰継足他工事

楽市地区堤防補強工事

新技術の名称 木工沈床フリータイプ 1801016B

施工時期 工　事　名発注者 CORINS登録No.

群馬県

2006.3

遠賀川河川事
務所

遠賀川河川事
務所

国土交通省

国土交通省

2007.3

国土交通省 2007.3

山梨県

区分 地域機関名

2007.3

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

国土交通省
筑後川河川事

務所

国土交通省


